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地
方
創
生
に
全
力
を
尽
く
す

町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
町
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
中
旬
に
は
熊
本
地
震
の
発

生
、
夏
に
は
連
日
猛
暑
が
続
き
、
農
作
物
の
生
育
に
障
害
が
出
た
り
、

熱
中
症
の
注
意
喚
起
が
頻
繁
に
出
さ
れ
、
異
常
気
象
が
健
康
面
ば
か
り

で
は
な
く
、
生
活
面
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
的
な

台
風
異
変
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
の
自

然
災
害
が
日
本
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
も
日
本
全
体
が
協
力
し
て
支
援
や
災
害
対
策
事

業
を
促
進
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
は
、
国
全
体
の
問
題
と
な
り
、
町
に
お
い
て
も
地

理
的
条
件
か
ら
若
者
が
減
少
し
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
地
方
創
生
に
よ
っ
て
、
そ
の
克
服
を
図
る
こ
と
が
国
・
地
方
を

通
じ
て
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
町
づ
く
り
の

主
役
で
あ
る
皆
さ
ま
と
と
も
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
稔
り
多

く
、
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

議
　
長

佐
　
藤
　
一
　
夫

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
、
窪
木
一
茂
選
手
が
リ
オ
五
輪
自

転
車
競
技
オ
ム
ニ
ア
ム
に
出
場
し
町

内
を
沸
か
せ
る
と
と
も
に
、
公
民
館

の
大
規
模
改
修
や
国
道
349
号
土
鍋
工

区
の
整
備
が
完
了
す
る
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
は
酉
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
ふ
る
ど
の
の
魅
力
の
発

信
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
や
町

へ
の
定
住
促
進
な
ど
、
正
に
「
取
り

込
む
」
観
点
か
ら
地
方
創
生
の
取
り

組
み
に
一
層
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
交
流
の
拠
点
と
な
る
町
民

第
一
体
育
館
の
建
設
工
事
を

し
っ
か
り
と
進
め
る
と
と
も

に
、
旧
古
殿
保
育
所
を
活
用

し
た
高
齢
者
居
住
交
流
施
設

の
整
備
な
ど
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
流
鏑
馬
を

始
め
と
す
る
歴
史
と
伝
統
、

豊
か
な
自
然
な
ど
本
町
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
「
緑
と
人
が
響

き
あ
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
・
ふ

る
ど
の
」
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
様

と
と
も
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
政
に
対
す
る
皆
様
の

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町　長
岡  部  光  徳

～ 2017年～
年頭のごあいさつ
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古
殿
町
の
益
々
の
発
展
を
期
待

時
の
風

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

古
里
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
過
ぎ
行
く
時
代
の
活
躍
者
で
し
た
。
平
成

時
代
を
見
つ
め
頑
張
っ
て
い
る
皆
様
で
す
。

　

年
齢
に
は
勝
て
な
い
様
で
す
。
介
護
や
足
腰
が
弱
く
な

り
、
今
は
お
互
い
を
見
つ
め
、
自
分
を
見
つ
め
頑
張
っ
て

い
る
時
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
会
の
創
立
以
来
20
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
減
少
で
も
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
の
場
を
心
と

気
の
健
康
の
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
と
い
え
ば
原
発
問
題
未
だ
に
進
ん
で
い
る
様
で
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

先
日
常
磐
自
動
車
道
を
車
で
仙
台
へ
大
熊
町
の
左
右
を

見
て
、
行
き
場
の
無
い
黒
い
袋
の
山
山
山
。
帰
り
に
黒
い

袋
達
が
行
き
場
を
早
く
見
つ
け
て
と
叫
ん
で
い
る
様
で
し

た
。

　

今
年
も
古
里
の
発
展
と
町
の
皆
様
の
実
り
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
御
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

古
殿
町
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
古
殿
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
案
内
を
い
た
だ

き
な
が
ら
出
席
で
き
ず
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
京
ふ
る
ど
の
会
も
会
員
が
減
少
す
る
中
、
役
員
会
員

の
努
力
で
運
営
を
し
、
町
出
身
者
等
に
声
を
掛
け
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
交
流
会
は
昼
食
を
取
り
な
が
ら
近
況
を
話
し
、
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
を
行
い
、
30
名
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
楽
し
く
語
ら
い
内
容
の
あ
る
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

東
京
福
島
県
人
会
で
副
知
事
が
挨
拶
の
中
で
、
県
産
品

の
風
評
被
害
を
払
拭
す
べ
く
努
力
に
邁
進
し
て
い
る
等
、

話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

古
殿
町
の
70
周
年
、
い
や
100
年
を
見
透
し
、
町
の
益
々

の
発
展
を
期
待
し
つ
つ
、
東
京
ふ
る
ど
の
会
も
会
員
増
強
、

充
実
を
目
指
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
ふ
る
ど
の
会
会
長

鈴
　
木
　
　
　
驍

い
わ
き
古
殿
会
会
長

長 

久 

保
　
　  

豊

流
鏑
馬
の
里「
ふ
る
ど
の
」の
教
育
づ
く
り

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
教
育
行
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
古
殿
中
卒
業
生
で
あ
る
窪
木
一
茂
選
手
が
、

自
転
車
競
技
で
リ
オ
五
輪
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
ソ
ウ
ル
五
輪
自
転
車
競
技
の
鈴
木
光
広
選
手
以

来
、
28
年
ぶ
り
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
誕
生
で
あ
り
、
夏

は
窪
木
選
手
の
応
援
で
町
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
中
で
窪
木
選
手
が

「
古
殿
町
で
育
っ
た
こ
と
が
自
分
の
誇
り
」
と
述
べ
て
い
る

姿
を
見
て
、
胸
打
た
れ
ま
し
た
。

　

町
の
誇
り
は
「
人
と
自
然
」
で
あ
り
、
優
れ
た
人
材
の
育

成
は
町
の
基
盤
で
す
。
こ
ど
も
園
で
の
幼
児
教
育
の
充
実
、

小
中
学
校
に
お
け
る
町
雇
用
講
師
を
活
用
し
た
授
業
充
実
や

放
課
後
学
習
支
援
、
宿
泊
で
の
英
語
研
修
や
中
学
生
議
会
の

開
催
な
ど
、
学
校
行
事
・
体
験
学
習
に
お
け
る
町
教
育
支
援

施
策
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
は
、
各
種
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル

等
で
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
み
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
、
幼
児
教
育
と
家
庭
教

育
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
、
教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
、

総
合
的
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

古
殿
町
教
育
長

矢
　
吹
　
伸
　
一
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民生・児童委員を委嘱

塩田喜久子
中井、戸草、宝ノ
沢、長草、落合　
担当

湯澤　敏雄
大平、竹貫田、馬
場平、芝山、才木
草、越牧、土鍋、
悪原、中ノ町
担当

平松　昭一
越代、大風、犬
仏、ヲテマの一部
（金森峠より西）　
担当

水野さち子
八ヶ久保、水沼、
薄木、仁田　担当

中井　定雄
百目鬼、水ノ木内、
根本内、三本楢、能
登沢、小滝、伊屋
棚、大竹、東、関
根、小川内　担当

五十嵐ヒロ子
発地久保、四在
家、高柄木、織ノ
内、赤土　担当

水野　幸美
石神、西作、花
房、茗荷、有実、
ヲテマの一部、北
花房　担当

鈴木カツヨ
三株、滝ノ平、小
名沢の一部、美沢
担当

岡部　清康
古殿、中ノ内、作
根、新宿、五輪
平、篠久保、鹿
場、宮前　担当

野崎　英二
浪滝、仮宿、松久
保、長八内、不草
取、山口、岩久
保、小作　担当

水野　由臣
松久保、下大久
田、蕨草、川平、
ヲテマの一部（大
平草地区）　担当

鈴木　一美
大原、古内、和
久、小名沢の一
部、三株（蛇口）
担当

相樂　辰重
名花、下論田、古畑、
野出坊、中ノ町、泥
ノ草、中野内、後川、
早稲田、後田、祖戸
出、川入　担当

水野あさ子
才竜内、戸倉内、
前木、西渡、馬
場、萱附　担当

佐藤　富男
鵰巣、五斗蒔田、
月僧地、袖薄、根
柄蒔、宮ノ前、家
ノ前、京塚、戸野
内　担当

本郷　秀夫
高房、熊倉、高
塚、ヲテマの一部
（金森峠より東）　
担当

　

12
月
５
日
、
民
生
・
児
童
委

員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
役
場
大

会
議
室
で
行
わ
れ
、
厚
生
労
働

大
臣
と
福
島
県
知
事
か
ら
の
委

嘱
状
が
岡
部
町
長
よ
り
26
人
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
。
民
生
児
童

委
員
は
町
民
の
相
談
を
お
受
け

し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。
困

り
ご
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

民
生
・
児
童
委
員
（
24
人
）　
〈
敬 
称 
略
〉
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遠藤信子さん（大久田）に永年勤続民生委員・児童委員表彰
　長年にわたる民生・児童委員としての功
績が認められ、遠藤信子さん（大久田）が
平成28年度第85回全国民生委員児童委員大
会において永年勤続民生委員・児童委員表
彰を受賞し、11月22日、町役場町長室にお
いて岡部町長より表彰状の伝達が行われま
した。
　遠藤さんは、平成10年より、６期、18年
間にわたり民生・児童委員として活動され、
地域の社会福祉の向上に尽力されました。

　

主
任
児
童
委
員
（
２
人
）

吉田みよし
青柳、石畑、寺
前、山下、平舘、
鍋作、中居、黒長
担当

岡部恵美子
町全区域　担当

添田　勝夫
竹貫上　担当

矢内　好子
町全区域　担当

菅生　恒孝
竹貫下　担当

大平　初子
仙石全区　担当

永井　君江
林ノ入、集り、陣
場、大作、桑原、
鎌田字大谷地　担
当

窪木　悦子
大谷地を除く鎌田
全区　担当

矢吹ツヤ子
横川、荷市場、寺
作、堀越、萱附、
ヲテマの一部　担
当

坂本　幸子
久保田、西作、内
畑、戸神、入山、
松森　担当

▲左から岡部町長、遠藤さん、佐藤富男町民生委員協議会会長

民生・児童委員は地域の見守りや相談・支援、地域福祉活動などを行っています
担当区域

・�市町村
・�福祉事務所
・�社会福祉協議会
・�児童相談所
・�保健所
・�教育委員会
・�学校
・�こども園
・�児童クラブ
・�医療機関
� など

関係機関
世帯状況把握

情 報 提 供

相談・援助

連携 ･協力

連携 ･協力

連携 ･協力

連携 ･協力

・�高齢者のいる世帯
・�障害者のいる世帯
・�生活に困窮している世帯
・�子どものいる世帯
・��妊産婦のいる世帯
・�母子・父子世帯
・�その他の世帯

地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

民生委員・児童委員
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国道349号土鍋工区が開通

　11月29日、国道349号土鍋工区の開通式が行われました。式

では、ふるどのこども園の園児による合唱の後、関係者による

テープカット・くす玉割りが華やかに行われました。

　この区間は、国道49号と県道いわき石川線の間で最も道路の

幅員が狭く、車のすれ違いが困難で交通に支障をきたしていま

した。改良により大型バスもすれ違いができるようになり、安

全性が向上するとともにスムーズな交通アクセスが可能となり

ました。

　また、これに先立ち11月22日には、古殿小学校の５・６年生

を対象とした現場見学会が開

かれました。児童は、県中建

設事務所の職員から道路につ

いての説明を受けた後、通行

する前の真新しい道路の舗装

の上に、チョークで絵やメッ

セージを描く「ロードアー

ト」を楽しみました。

町民第一体育館建設工事　安全祈願祭

　11月22日、町民第一体育館建設工事の安全祈願祭

が執り行われ、関係者約40人が出席しました。岡部

町長による鍬入れの儀など、厳かな神事が行われ、

施設の無事完成と工事の安全を祈願しました。

▲完成予想図

　岡部町長は、「町民第一体育館は、スポー

ツはもとより、文化面など町民の方々の多

様化するニーズに対応できる施設であり、

町発展の礎になる。」と挨拶しました。

　新しい町民第一体育館は、１階に1,505㎡

のアリーナ（競技スペース）、一部が２階建

てで軽運動場や観覧席が設けられています。

完成は、平成30年２月の予定です。

関
係
者
に
よ
る
く
す
玉
割
り

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
合
唱

小
学
生
に
よ
る
ロ
ー
ド
ア
ー
ト
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古殿の木を港区でＰＲします

　町は11月２日に、東京都港区と

「間伐材を始めとした国産材の活用

促進に関する協定」を締結しまし

た。この協定は、港区が平成23年か

ら実施している「みなとモデル」と

いう取り組みにおいて、港区内での

建築物等に国産材の活用が促される

ことで、港区における二酸化炭素固

定量増加と、協定を結んだ自治体に

おける森林整備の促進による二酸化

炭素吸収量増加を図り、地球温暖化

防止を目指すためのものです。

　これにより必ず古殿の町産材が使われるわけではありませんが、港区で延べ床面積5,000㎡以上の

建物を建てる者は、港区と同協定を結んだ自治体に登録した製材所に連絡を取って木材を仕入れる

よう誘導されることになります。

　既に全国で78の自治体が協定を結んでいますが、福島県では古殿町が初の締結となります。この

「みなとモデル」の活用に興味のある林業・木材産業関係の方は、役場産業振興課林政係（53－4613）

までお問い合わせください。登録手続き等をご案内いたします。

▲11月2日の調印式に出席した5自治体の首長らと港区区長（前列中央）

米の放射能検査はお済ですか!?

　この検査は、私たちが 
「すべてのコメを検査している」 ことで、

� 消費者の信頼を得ることができます。 

年　度 町検査機における検査袋数 町検査機以外での
町内産米検査袋数（Ｄ）

町内産米
検査袋数（Ａ＋Ｄ） 備　考

町内産（Ａ） 町外産（Ｂ） 計（Ｃ）
平成28年度 35,521袋 2,574袋 38,095袋 5,452袋 40,973袋 フレコン28袋

年　度 測定下限値未満
（＜25ベクレル） 25～50ベクレル/㎏ 51～75ベクレル/㎏ 76～100ベクレル/㎏ 100ベクレル/㎏以上 合　計

平成28年度 40,971袋 ２袋 － － － 40,973袋

平成28年度米の放射能検査状況（平成28年11月末時点）
検査検体数

検査結果数値

※食品中の放射性セシウムの基準値　米＝100ベクレル/㎏以下

　本年も、福島県全域における米の全量全袋検査を実施しております。この検査は、自家用の飯米
や、無償で知人・友人に配る縁故米も対象としております。乾燥・調製が済んで、放射能検査を受
けていないお米をお持ちの方は、古殿町地域の恵み安全対策協議会（役場産業振興課内 53－4613）
までご連絡ください。
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第47回全国高等学校バスケットボール選抜
優勝大会出場者に激励金を交付
　生田目汐織さん（下松川・郡山商業高校１年生）が12月23
日から東京都で開催されるJX－ENEOSウインターカップ2016
第47回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会に出場す
ることが決まり、激励金が交付されました。生田目さんは１
年生ながらベンチ入りしており、今後の活躍が期待されます。 ▲左から岡部町長、生田目選手のお母さん、矢吹教育長

▲左から岡部町長、佐藤さん

　12月５日、東北電力株式会社須賀川営業所の星薫
所長、株式会社ユアテック須賀川営業所の尾形丈男
所長が町役場町長室を訪れ、ＬＥＤ防犯灯10基を町
に寄贈し、町長に目録を手渡しました。
　これは、地域の明るい町づくりを支援するとと
もに、町制施行60周年を迎えた記念として寄贈され
たものです。防犯灯10基のうち５基は株式会社ユア
テックにより無償で取り付け工事が行われ、町内各
所に今年度中に設置される予定です。

東北電力㈱須賀川営業所が町にＬＥＤ防犯灯を寄贈

　長年にわたり老人クラブ活動の充実に尽力した功績が認められ、佐藤喜代三さん（論田）が、11月10
日に富山県で開催された平成28年度第45回全国老人クラブ大会の席上で、全国老人クラブ連合会会長表
彰を受賞しました。
　佐藤さんは、平成28年３月まで、４期、８年間にわたり町老人クラブ連合会会長として老人クラブの
育成指導に貢献されました。

佐藤喜代三さん（論田）に
全国老人クラブ連合会会長表彰

▲左から星所長、岡部町長、尾形所長

租税教室を開催 　11月17日、古殿小学校において、町住民税務課による租税教室が
開催されました。

　この教室は毎年開催されており、児童のみなさんにビデオ学習やクイズを通して、「なぜ税金が必要
か」、「税金が社会でどのように使われているか」など、小学生には馴染みのない税金に関する知識を学
んでもらいました。
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　古殿中学校３年生の生徒による中学生議会が、12月１日、町役場議場において開かれました。総合的
な学習の時間「ふるさと再発見」と社会科の授業の一環として、自分たちの住む町をより良くするため
のアイデアを中学生の立場から提案するという試みで、今年で３回目の開催となります。
　議会では、代表の生徒10人が、観光、商業、福祉などさまざまな分野の質問を行い、岡部町長が答弁
しました。

我妻トミさん（下松川）満百歳を祝い、知事賀寿などを贈呈
　11月22日、我妻トミさん（下松川）の
満百歳を祝う知事賀寿贈呈式が、入所し
ている特別養護老人ホームふるどの荘に
おいて行われました。鈴木陽一県中保健
福祉事務所副所長、岡部町長、菅生誠町
老人クラブ連合会長、掛田施設長から、
それぞれ賀寿や祝い金、記念品などが贈
呈されました。ご家族から花束を手渡さ
れると、嬉しそうに受け取っていまし
た。

中学生議会を開催

年末年始事件事故防止運動合同出動式
　12月６日、年末年始事件事故防止運動合同出動式が
町役場で行われ、町防犯協会や交通安全協会など関係
者約40人が参加しました。
　出動式終了後、町内の商店や飲食店を巡回し、年末
年始の事件事故防止を呼び掛けました。12月10日から
１月７日までの運動期間中、地域安全、交通事故防止
に取り組んでいきます。 ▲事故防止に向けて団結する関係者

▲大家族に囲まれて

▲岡部町長と古殿中学校３年生
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古小だより

　11月17日㈭、18日㈮の両日に古
殿小学校自由参観がありました。
初日には、「祖父母参観」とも銘打
ち、多くのおじいちゃん、おばあちゃんに来ていただき、　子どもたちの学習や生活の様子を見ていただ
きました。普段はなかなか学校に来ることができないおじいちゃん、おばあちゃんに自分たちのがんば
る姿を見てもらえるとあって、子どもたちは張り切っていました。また、この日は町の人権擁護委員の
方による道徳の授業、地域包括支援センターの方による高齢者疑似体験教室、町役場住民税務課の方に
よる租税教室、給食試食会等々と様々な企画がありました。

盛況でした　学校自由参観

　11月18日㈮　持久走記録会が開催されました。
体育や業間の時間に練習を重ねてきました。当日
はたくさんの応援を受けて、全員が持てる力を出
し切って走ることができました。持久走は辛く、
苦しい競技です。走ることを苦手とする子は特に
厳しさを感じます。しかし、そんな子どもたちも
しっかり走り切り、大きく遅れることなくゴール
できました。ゴール後、芝の上に天を仰いで倒れ
込んでいる子どもたちに頼もしさを感じました。

　11月22日㈫　町地域整備課、県中建設事務所のご厚意により、山上の土鍋地内の国道349号新道開通記
念見学会に本校の５、６年生が参加しました。始めに担当の方からどのようにこの道路が造られてきた
のかについて説明がありました。子どもたちにとっても身近な生活道路なので熱心に聞き入ってました。
その後、岡部町長さん、矢吹教育長さんが見守る中、ロードアートが始まりました。子どもたちは
チョークで大きな「ふるどの」の文字を書き、その周りに思い思いの絵も描きました。短い時間でした
が、夢のある、楽しい絵が道路をいっぱいに埋め尽くしました。子どもたちにとって貴重な体験でした。

たくさんの感動をもらいました！持久走記録会

ぼくの私の絵が…　紙芝居の原画に！
　学校ボランティア読み聞かせの会「あのね」のお話の絵
コンクールの表彰式が11月26日㈯にありました。子どもたち
は夏休み前に山上に伝わる「山口のお地蔵さま」の話を聞
き、その場面を想像して絵を描きました。今回そのお話が
絵本作家のいくまさ鉄平先生により紙芝居になりました。
しかも賞に入った子どもたちの絵が原画になっています。

人権教育道徳授業 　４年

高齢者疑似体験 ５年

給食試食会 租税教室 ６年

国道349号開通記念見学会　貴重な体験　道路ができるまで＆ロード・アート

本当に！一人一人が
　持てる力を出し切った!!
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古中だより

　町教育委員会が、国際的な生徒の育成を図る一助として、英
国の文化や歴史などの見聞を広め、日頃の英語学習の理解を深
めることができるように立案・企画された研修会で今年で５回
目を迎えます。
　研修会の当日は雪が降りましたが、生徒達は早朝から大喜び
で外を元気に走りまわっていました。ゲームを交えた語学研修
も先生の指導のもと、みんなで楽しく
時間を過ごすことができました。研修
担当の方から「古中の１年生はみんな
仲良く、アットホームでいい雰囲気で
すね。」とお話をいただきました。

　自分の将来の進路について目的意識を高めるため、２
年生で職場体験が実施されました。町商工会のご協力を
得ながら、16事業所での体験学習となりました。それぞ
れの事業所では本業のお忙しい中、本校生徒に丁寧に対
応していただきましたことに感謝いたします。生徒達に
とって貴重な２日間となりました。

【ご協力いただいた事業所】
・スーパーカケダ（東北エスケー）・喜楽亭・我妻工務店
・コメリハート&グリーン ・ふるどの荘・コスモス荘
・富士通テレコムネットワークス福島・古殿郵便局
・町役場・ふるどのこども園・石川消防署古殿分署
・セブンイレブン福島古殿店・自衛隊白河地域事務所　

	
　古殿町の「じねんじょクラブ」のみなさんが来校して
くださり、「そば打ち体験学習」が３年生で実施されまし
た。まず、お手本として講師の先生方のそば打ちを見せ
ていただきました。つなぎなしの「十割そば」とのこと
から、600gのそば粉に対して300gの水（お湯200g、水
100g）を使用し、お湯でそば粉に粘り気を出し、その後
水で固さを調整してまとめあげていました。のしや切り
も手早く生徒も感心していました。生徒達にとってはじ
めての経験でしたが、講師の先生方に手助けしていただ
きながら何とか実食までたどりつきました。打ちたての

「そば」は本当においしかったです。ご協力をいただきま
した「じねんじょクラブ」の皆様方に感謝いたします。

　地区内の各中学校の代表生徒が石川中学校体育館に集まり、
弁論大会が行われました。本校からは１年２組の小濵涼乃さん
が、「未来を変えるのは自分」との演題で発表しました。１年
生の代表は小濵さん一人だけでしたが、見事、最優秀賞を受賞
しました。審査委員長からは、「自分の思いを伝えようとする
工夫や努力が見られました。将来の夢、大切なテーマでここに
いる中学生みんなが考えることです。弁論の中で夢という言葉
が14回出てきました。大切なことを何度も繰り返し訴えた弁士
の気持ちが伝わってきました。」との講評をいただきました。

※学校生活の様子は古殿中ホームページでも紹介しています。ご覧いただければ幸いです。

ブリティッシュヒルズ研修会（１年生）*******************************

********************************************* 職場体験学習（２年生）

そば打ち体験学習（３年生）*****************************************

**************************************** 石川地区弁論大会　最優秀賞
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町民プールからの
� お知らせ
　冬場の運動不足解
消・基礎体力づくり等
に町民プールを利用し
てはいかがでしょう
か。

楽しく泳いで健康増進
古殿町民水泳プール

館報

furudono

第７０２号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成29年１月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500

第28回市町村対抗
� 福島県縦断駅伝競走大会
★総　合　34位
★町の部　15位
　11月20日、町公民館で出発式

を行い、選手たちは各中継所へ

と出発しました。

　午前7時40分にしらかわカター

ルスポーツパークをスタート

し、懸命な走りでタスキをつなぎました。結果は総合34位、町の部15位と健

闘しました。

　その後、解団式では、だるまへの目入れや団旗返還、選手への記念品贈呈

が行われ、斎藤豊選手より感謝の言葉がありました。また、選手団一人一人

から挨拶があり、今回の感想・来年の抱負等を発表しました。

　選手のみなさんお疲れさまでした。

１区　荒川　玲菜

５区　吉田　博貴

９区　岡部　美咲

13区　水野　大道

２区　岡部　晴樹

６区　矢内　正一

10区　斎藤　　豊

14区　緑川　祐利

３区　水野　勇人

７区　岡部　凌大

11区　大楽　陽子

15区　長倉未桜季

４区　遠藤　直弥

８区　野崎　龍雅

12区　我妻　　聡

16区　本郷　幸平



館 報　　　　　　2017. １. １13

　
代
表
委
員
と
し
て�

�

古
殿
小
学
校　

六
年
二
組　
　

�

　

加
　
藤
　
帆
乃
華

　

古
殿
小
学
校
に
は
、
五
つ
の
い
っ
ぱ
い
が

あ
り
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
、
ノ
ー
ト

い
っ
ぱ
い
、
あ
せ
い
っ
ぱ
い
、
友
達
い
っ
ぱ

い
、
夢
い
っ
ぱ
い
」
で
す
。
私
た
ち
代
表
委

員
会
は
古
殿
小
学
校
を
そ
ん
な
五
つ
の
い
っ

ぱ
い
で
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
ま
す
。
代
表
委
員
に
は
、
五
年
生
の
時

に
も
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
六
年
生
で
は
、

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
の
で
、
ま
た
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
て
入
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
一
番
が
ん
ば
っ
て
い
る
活
動
は
、

あ
い
さ
つ
運
動
で
す
。
古
殿
小
学
校
の
め
あ

て
「
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
」
の
学
校
に
し
た

い
と
思
い
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
朝
、
昇

降
口
に
立
っ
て
登
校
し
て
く
る
み
ん
な
に
大

き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
学
級
に

行
っ
て
、
み
ん
な
と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を

し
た
り
し
ま
す
。
や
っ
て
い
る
と
大
き
な
声

の
ク
ラ
ス
・
小
さ
な
声
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
変
え
て
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
明
る
い
大
き
な
声

で
、
古
殿
小
学
校
の
朝
を
迎
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
が
、「
思
い
や
り

の
木
」
で
す
。
私
が
去
年
一
番
頑
張
っ
て
い

た
の
が
こ
の
活
動
で
す
。
思
い
や
り
の
木
と

は
、
友
達
の
よ
い
行
い
を
見
つ
け
て
、
感
謝

の
言
葉
を
花
の
カ
ー
ド
に
書
い
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
れ
を
私
た
ち
代
表
委
員
が
集
め
て
、

木
に
一
枚
一
枚
貼
っ
て
い
き
ま
す
。
思
い
や

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
増
え
る
た
び
に
思
い
や

り
の
木
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
花
が
増
え
て
い
く
と
、
そ
れ
だ
け
多
く

の
人
た
ち
が
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
カ
ー
ド
を
貼
り
な
が
ら
、

「
み
ん
な
す
ご
い
な
ぁ
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

く
れ
る
友
達
が
い
る
ん
だ
な
ぁ
。」
な
ど
と
感

心
し
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
だ
今
年
は
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
早
く
準
備
を

整
え
て
、
す
ぐ
に
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
「
全
校
生
に
書
い
て
も
ら
う
こ

と
」
で
す
。
去
年
の
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、

全
校
生
の
思
い
や
り
で
満
開
に
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
十
四
日
か
ら
熊
本
地
震
が
続

き
ま
し
た
。
私
た
ち
代
表
委
員
は
、
少
し
で

も
困
っ
て
い
る
熊
本
の
人
た
ち
の
た
め
に
な

る
よ
う
に
と
考
え
、
ぼ
金
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
学
校
で
呼
び
か
け
る
と
た
く
さ
ん

集
ま
り
ま
し
た
。
運
動
会
で
も
ぼ
金
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
会
場
に
き
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
多
く
の
ぼ
金
を
し
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
た
ち
が
熊
本
の
た
め
に

協
力
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
代
表
委
員
に
入
っ
て

人
々
の
つ
な
が
り
や
優
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
代
表
委
員
に
入
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
き
た
中
で
、
五
年
生
の
こ
ろ
以

上
に
「
古
殿
小
学
校
を
も
っ
と
い
い
学
校
に

し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
卒
業
が
徐
々
に
近
づ
い
て
き
た
の
で
、

私
た
ち
六
年
生
も
学
校
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
五
年
生
た
ち
、

次
の
代
表
委
員
に
も
引
き
継
い
で
も
ら
う
た

め
に
も
、
し
っ
か
り
と
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
あ
き
ら
め
な
い
強
い
心
を
持
っ
て�

�

古
殿
中
学
校　

一
年
一
組　
　

�

　

岡
　
部
　
美
　
咲

　
「
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！
こ
こ
で
頑
張
ら
な
い

と
タ
イ
ム
伸
び
な
い
ぞ
。」

　

今
日
も
、
外
周
を
走
る
私
た
ち
の
背
中
に
、

厳
し
い
声
が
飛
ん
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
特
設
駅
伝
部

に
入
り
ま
し
た
。
入
っ
た
の
は
、
自
分
か
ら

入
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
く
、
先
生
に
入

第
１
回　
「
少
年
の
主
張
」大
会　

発
表
原
稿　

②

　２月４日㈯、ホテル松多屋で第６回石川コンが開催されます。8月の第５回石川コンでは、男性107
人、女性50人が参加し、17組のカップルが誕生しました。立食バイキング形式のパーティーなので、
食事をしながら自由に会話を楽しめます。もちろん、お友達やグループでの参加もＯＫです。異性と
話すのが少し苦手な方には、ボンガーズのサポートもあります。新しい出会いやきっか
けづくりにお気軽に参加ください。
　申込はスマホ又はパソコンから「ふくしまＦＭ」のホームページ「石川コン」サイト
のエントリーフォームへ入力してください。なお、１月31日が申込締切となっておりま
す。詳細・問い合わせは０２４－９６６－００９５　石川コン事務局まで。

♥第６回石川コン開催♥

（
14
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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部
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
り
、
練
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
他
の

人
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
積
極
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

駅
伝
の
練
習
は
、
始
め
は
朝
の
練
習
が
中

心
で
し
た
が
、
夏
休
み
か
ら
本
格
的
な
練
習

に
な
り
ま
し
た
。
九
月
の
地
区
大
会
に
向
け

て
、
厳
し
い
練
習
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　

私
は
走
る
こ
と
が
楽
し
い
と
は
思
う
の
で

す
が
、
長
い
距
離
を
走
る
練
習
は
あ
ま
り
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
周
を
走
る
練
習
も

き
つ
い
の
で
す
が
、
タ
イ
ム
測
定
す
る
と
き

な
ど
は
、
全
力
で
走
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
か
な
り
つ
ら
か
っ
た
で
す
。「
も
う
走
り

た
く
な
い
。」「
疲
れ
る
の
は
い
や
だ
。」
と
心

の
中
で
い
つ
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
自
分
の
気
持
ち
に
負
け
て
い
る
私
の

タ
イ
ム
は
全
然
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

夏
休
み
の
終
わ
り
頃
に
試
走
に
行
き
ま
し

た
。
た
ま
か
わ
の
コ
ー
ス
に
行
っ
て
み
る
と
、

も
う
す
で
に
他
の
中
学
校
が
た
く
さ
ん
来
て

い
て
、
汗
を
流
し
息
を
切
ら
し
な
が
ら
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

姿
を
見
る
と
、
ど
の
学
校
も
勝
つ
た
め
に
必

死
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
す
ご
い
！
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
な
ぁ
。」

こ
の
時
、
私
の
心
に
も
（
負
け
ら
れ
な
い
。

頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
。）
と
い
う
気
持
ち
が
出
て

き
た
の
で
す
。

　

私
が
走
る
コ
ー
ス
は
、
最
初
が
下
り
で
最

後
が
上
り
の
コ
ー
ス
で
す
。
一
回
目
の
試
走

で
は
、
ラ
ス
ト
の
長
い
坂
道
で
ペ
ー
ス
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
の
で
、
二
回
目
は
、
ペ
ー
ス

を
落
と
さ
な
い
こ
と
、
前
の
人
に
つ
い
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
走
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

タ
イ
ム
が
六
秒
速
く
な
り
ま
し
た
。
目
標
タ

イ
ム
に
は
ま
だ
ま
だ
届
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
も
自
分
の
気
持
ち
次
第
で
タ
イ
ム
が
変
わ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
少
し
や
る
気
が
で
て
き

ま
し
た
。

　

試
走
の
後
、
先
生
が
こ
ん
な
話
を
し
ま
し

た
。

「
長
距
離
は
気
持
ち
に
よ
っ
て
タ
イ
ム
が
変

わ
っ
て
く
る
か
ら
、
あ
き
ら
め
な
い
で
走
っ

て
、
タ
イ
ム
を
ど
ん
ど
ん
縮
め
て
ほ
し
い
。」

　

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
私
は
、
自
分
で
限
界

を
決
め
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
も
う
駄
目
だ
。
つ
い
て
い
け
な
い
。」「
こ
れ

以
上
は
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。」
と
、
限
界

を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
イ
ム
も
伸
び

な
い
し
、
途
中
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
先
生
の
一
言
に
よ
っ
て
、
駅
伝
に
対

す
る
私
の
考
え
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
今

ま
で
の
私
は
前
の
人
と
離
れ
て
し
ま
う
と
、

す
ぐ
に
「
も
う
駄
目
」
と
、
簡
単
に
あ
き
ら

め
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

二
回
の
試
走
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
走
る
気
持

ち
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

九
月
七
日
の
地
区
駅
伝
大
会
は
、
私
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
区
走
者
に
な
り
、
ま
だ
自
分
の
走
り
に

は
自
信
が
な
か
っ
た
私
は
、「
絶
対
に
気
持
ち

に
負
け
な
い
で
走
ろ
う
。」「
た
す
き
を
し
っ

か
り
繋
ご
う
。」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。
本
番

で
は
、
緊
張
と
あ
せ
り
で
な
か
な
か
思
う
よ

う
な
走
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ス
ト
の
長
い

上
り
坂
で
は
苦
し
く
て
「
も
う
駄
目
。」
と
何

度
も
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
き
ら
め
ず

走
り
抜
き
、
た
す
き
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
チ
ー
ム
は
第
三
位
入
賞
を
し
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

駅
伝
は
長
距
離
で
走
る
の
が
つ
ら
い
。
そ

う
思
っ
て
走
っ
て
い
た
私
で
し
た
。
し
か
し
、

厳
し
い
駅
伝
の
練
習
に
対
し
て
も
、
少
し
ず

つ
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、「
あ

き
ら
め
な
い
強
い
心
を
持
っ
て
頑
張
る
こ
と
」

を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
次
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
あ
き
ら
め
ず
走
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
仲
間
と
共
に
た
す
き
を
繋
ぎ

た
い
で
す
。

　「
未
来
」
を
変
え
る
の
は
「
自
分
」�

�
古
殿
中
学
校　

一
年
二
組　
　

�

　

小
　
濵
　
涼
　
乃

　

皆
さ
ん
に
は
、
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
、
具
体
的
に
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
医
師
に
な
る
こ
と
で

す
。

　

小
学
三
年
生
の
秋
、
私
は
腹
部
の
手
術
を

受
け
ま
し
た
。
手
術
を
受
け
る
ま
で
は
不
安

で
一
杯
で
し
た
が
、
退
院
す
る
頃
に
は
あ
ん

な
に
辛
か
っ
た
腹
部
の
痛
み
が
ま
る
で
魔
法

の
よ
う
に
消
え
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
私
も

医
師
に
な
っ
て
、
病
気
や
ケ
ガ
で
苦
し
む
人

を
助
け
た
い
と
強
く
思
っ
た
の
で
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
も
医
師
に
な
り
た
い
と

思
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
漠
然
と
し
た
夢
で

あ
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
な
れ
る
の
か
、
ど
う

努
力
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
具
体
的
に
何
も

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
医
師

に
な
る
た
め
に
は
、
大
学
の
医
学
部
に
進
学

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
勉
強
を
か
な

り
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
私

に
は
、
新
し
い
環
境
の
中
で
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

沢
山
あ
っ
た
の
で
す
。
毎
日
、
部
活
動
や
特

設
駅
伝
部
の
練
習
に
追
わ
れ
、
授
業
と
宿
題

を
こ
な
す
の
が
精
一
杯
の
状
態
で
、
夢
に
つ

い
て
考
え
る
余
裕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
母
か
ら
「
未
来
の
医
療

を
担
う
医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
の
案
内
を
手
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渡
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
家
の
講
義
を
聴
い
た

り
、
医
療
従
事
者
の
仕
事
が
体
験
で
き
る
中

学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
で
し
た
。
私

は
、「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
、
迷
わ
ず
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
四
百
名
を
超
え
る
中
学

生
が
来
て
い
ま
し
た
。「
医
療
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
中
学
生
が
、
こ
ん
な
に
い
る
な
ん

て
！
」
予
想
を
超
え
る
参
加
人
数
に
、
私
は

び
っ
く
り
し
て
、
何
か
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な

気
持
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
前
に
、
県
の
先
生
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
努
力
が
必
要
」
と
い
う
話
で
し
た
。
夢

を
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
で
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
夢

を
あ
き
ら
め
ず
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
今
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
古
殿
町
出
身
の
窪
木

一
茂
選
手
も
、
古
殿
中
学
校
を
訪
れ
た
時
、

「
本
当
に
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
れ

ど
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
あ
き
ら
め

ず
頑
張
り
、
夢
を
実
現
で
き
た
。」

と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
す
ん
な
り
夢
を

叶
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
を
重

ね
た
結
果
な
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ

の
先
生
は
最
後
に
、
福
島
県
の
偉
大
な
る
医

学
博
士
、
野
口
英
世
博
士
の
言
葉
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
変
え

よ
う
と
も
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
人
生
で
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
分
と
未
来
だ

け
だ
か
ら
だ
。」

と
い
う
言
葉
で
す
。
私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い

た
時
、
何
か
大
き
く
て
ず
っ
し
り
と
し
た
重

い
も
の
を
受
け
取
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
心
の

奥
が
と
て
も
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
義
も
体
験
も
ど
れ
も
興

味
深
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
大
勢
の
中
、

進
ん
で
手
を
挙
げ
質
問
す
る
中
学
生
を
見
て
、

す
ご
い
な
あ
と
思
う
と
同
時
に
、
今
の
自
分

に
は
そ
の
勇
気
も
能
力
も
な
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
夢
の
実
現
に
向
け
着
実

に
前
進
し
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
自
分
は

ま
だ
夢
の
入
り
口
で
と
ま
ど
っ
て
い
る
だ
け
。

夢
の
実
現
に
向
け
着
実
に
前
進
し
て
い
る
人

が
い
る
の
に
、
自
分
は
ま
だ
夢
の
入
り
口
で

と
ま
ど
っ
て
い
る
だ
け
。
ま
だ
ま
だ
意
識
も

低
い
し
、
努
力
も
足
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
自

信
を
な
く
し
か
け
た
私
に
「
自
分
と
未
来
は

変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
野
口
博
士
の
言
葉
が

大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

私
の
中
学
一
年
生
の
生
活
も
半
分
が
過
ぎ

ま
し
た
。
毎
日
の
忙
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
時
間
を
上
手
に
使
う
こ
と
、

早
寝
早
起
き
の
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
、
集
中

力
を
高
め
学
習
す
る
こ
と
な
ど
、
私
の
課
題

は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

は
や
っ
と
夢
の
扉
を
開
け
た
ば
か
り
。
あ
き

ら
め
ず
強
い
心
と
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
、

一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

　
「
未
来
」
を
変
え
る
の
は
「
自
分
」
な
の
で

す
か
ら
！

　
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で�

�

古
殿
中
学
校　

二
年
一
組　
　

�

佐
　
川
　
由
　
希

　
「
や
め
て
ほ
し
い
。」
そ
う
思
っ
て
も
口
に

は
出
せ
ず
、「
私
が
我
慢
す
れ
ば
そ
れ
で
す

む
。」
と
私
は
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
い
じ
ら
れ

る
」
側
の
人
間
で
す
。
よ
く
友
達
か
ら
も
冗

談
で
か
ら
か
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
冗
談
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
と
て
も
楽
し
く
、
友
達
と
笑
い
合
う
こ

と
も
で
き
て
、
幸
せ
を
感
じ
た
り
も
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
で
も
、
時
に
は
少
し
や

り
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
う
瞬
間
が
あ
り
ま

す
。
平
気
な
ふ
り
は
し
て
い
ま
す
が
、
心
の

中
で
は
「
や
め
て
ほ
し
い
。」
と
思
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
お
互
い
が
嫌
な
気
持

ち
に
な
ら
な
い
程
度
の
か
ら
か
い
な
ら
良
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
と
な
る
と
い
じ

め
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当

に
い
け
な
い
こ
と
で
す
が
、
私
も
い
じ
め
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
は
大
抵
の

場
合
、
一
人
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
で
行
う
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
は
一
人
よ
り
多
数

の
方
が
安
心
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。
罪
悪
感

も
一
人
よ
り
は
薄
く
な
る
気
が
す
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
い
つ
も
ど
こ
か
で

「
も
う
や
め
た
い
」
と
思
う
自
分
が
い
た
こ
と

も
確
か
で
す
。

　

い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
ご
く
辛
い
し
、

何
を
す
る
に
も
周
り
の
目
を
気
に
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
い
じ
め
ら

れ
る
側
の
気
持
ち
を
私
は
分
か
っ
て
い
た
の

に
、
一
人
だ
け
グ
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
る
こ
と

が
恐
く
、
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
後

悔
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
苦
い
思
い
は
今
で

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
が
一
緒
に
生
活
し
て
い
く
中
で
は
、

確
か
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
互
い

に
相
手
に
対
し
て
お
も
し
ろ
く
な
い
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
苦
手
な
相
手
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

い
じ
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
そ
れ
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
人
も
、

い
じ
め
た
人
も
一
生
消
え
な
い
傷
を
心
に
残

す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
ど
こ
か
ら
が
い
じ
め
に
な
る
の
か
。

以
前
「
や
ら
れ
た
人
が
嫌
だ
と
思
っ
た
ら
そ

れ
は
い
じ
め
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
対
し
て
私
は
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
意
図
的

（
16
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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12
月
8
日
㈭
、
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
及
び
図
書
館
に
て
キ
ッ

ズ
広
場
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
に
は
、
キ
ッ
ズ
の
広
場
の
親
子
８
組
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

始
め
に
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
」
を
ボ
ー
ド
ビ
ル
で
行
い
、
そ
の
あ
と
に
サ
ン
タ

さ
ん
と
の
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
・
お
母
さ
ん

方
と
共
に
楽
し
く
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
も
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
下
さ
い
。

キ
ッ
ズ
広
場
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

平
成
28
年
度
卓
球
教
室
の
閉
講
式
が
12
月
12
日
に
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
の
開
講
以
来
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
男

女
22
人
が
参
加
し
、
友
達
と
楽
し
く
練
習
し
汗
を
流
し
て
き

ま
し
た
。
矢
内
公
民
館
長
よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
教
室

生
を
代
表
し
て
６
年
生
の
荒
川
裕
菜
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
古

殿
中
卓
球
Ｏ
Ｂ

会
会
長
の
渡
邉

家
伸
さ
ん
か

ら
、
教
室
生
に

対
し
て
、
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
技

術
、
体
力
向
上

に
励
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、

来
年
も
開
講
予

定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。

卓
球
教
室
閉
講
式

ボードビル
シングルベル

▲

▲ �いきいきサロン
の皆さんも参加
しました

で
は
な
く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
相
手
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
次
の
二
つ
の
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
そ
の
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

言
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま
こ
の
状
態
が
続

い
た
ら
・
・
・
、
こ
れ
以
上
言
っ
て
し
ま
っ

た
ら
と
、
冷
静
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
相
手
を

深
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
済
む
は

ず
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」

と
い
う
よ
う
に
、
た
と
え
仲
の
良
い
友
達
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
言
っ
て
良
い
こ
と
と
悪

い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
良
い
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
の
な

ら
ば
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
中
で
、

多
く
の
人
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
出
会
い

が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
た
め
に
も
、
こ
の
二
つ
の
こ
と

を
、
常
に
意
識
し
て
、
お
互
い
に
笑
っ
て
生

活
で
き
る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
私
は

思
い
ま
す
。

�

（
次
号
に
続
く
）
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歌
友
会
例
会
作
品

文
芸

初
雪
を
被
ぎ
し
紅
葉
ま
ば
ら
な
り

　
　
　
　
　
　
夕
か
げ
り
見
る
峡
の
寂
し
さ

�

有
賀
智
枝
子

旅
好
き
な
亡
夫
で
し
た
ね
胸
内
に

　
　
　
　
　
　
き
ら
め
く
思
い
出
今
宵
も
な
ぞ
る

�

佐
川
　
静
子

石
蕗
の
楚
楚
た
る
花
の
霜
枯
れ
て

　
　
　
　
　
　
艶
や
か
な
葉
は
庭
隈
飾
る

�

我
妻
　
慶
子

ア
メ
リ
カ
と
韓
国
も
揺
れ
て

　
　
　
　
　
　
日
本
の
総
理
の
力
量
た
め
さ
れ
る
時

�

矢
吹
　
和
子

八
十
過
ぎ
て
健
康
寿
命
の
長
か
れ
と

　
　
　
　
　
　
日
々
勤
し
む
や
秋
の
取
り
入
れ

�

鎌
田
　
佳
子

無
花
果
の
熟
れ
る
を
か
ぎ
つ
け
早
早
と

　
　
　
　
　
　
ス
ズ
メ
蜂
の
む
れ
て
人
近
づ
け
ず

�

遠
藤
ヨ
シ
イ

今
月
の
図
書

基
本
が
わ
か
る
や
さ
し
い
お
菓
子

�

食
の
ス
タ
ジ
オ
　 

著

　
ケ
ー
キ
、
焼
菓
子
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
冷
た
い
お

菓
子
な
ど
、
は
じ
め
て
で
も
お
い
し
く
で
き
る
人
気

の
お
菓
子
80
種
の
作
り
方
を
、
て
い
ね
い
な
プ
ロ
セ

ス
写
真
で
や
さ
し
く
解
説
。
完
成
ま
で
の
調
理
時

間
、
賞
味
期
限
も
記
載
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
か
く
れ
ん
ぼ

�

い
し
か
わ
こ
う
じ
　
著

　
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
考
え
て
作
ら
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
大
人
気
の
型
抜
き
し
か
け
絵
本
。

　
シ
リ
ー
ズ
待
望
の
10
作
目
は
、
み
ん
な
大
好
き
！

わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
が
か
く
れ
ん
ぼ
し
て
い
ま

す
。

冤
　
罪

�

石
井
　
　
一
　 

著

　「
田
中
軍
団
の
青
年
将
校
」
と
し
て
ロ
ッ
キ
ー
ド

裁
判
に
深
く
か
か
わ
り
、
米
国
の
敏
腕
弁
護
士
招
致

の
た
め
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
ド
元
大
統
領
や
ロ
ッ
キ
ー

ド
社
の
コ
ー
チ
ャ
ン
、
ク
ラ
ッ
タ
ー
を
追
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
を
も
走
り
回
っ
た
著
者
。

　
ア
メ
リ
カ
の
真
意
、
事
件
の
真
相
、
間
近
で
見
た

角
栄
と
い
う
人
物
。
自
ら
も
「
郵
便
不
正
事
件
」
で

特
捜
部
に
よ
る
「
冤
罪
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
著

者
が
、
あ
の
事
件
の
司
法
、

マ
ス
コ
ミ
に
改
め
て
問
う
角

栄
の
無
実
。

恋
の
ゴ
ン
ド
ラ

�

東
野
　
圭
吾
　
著

　
真
冬
に
集
う
男
女
8
人
の
運
命
は
？ 

あ
の
東
野

圭
吾
が
“
恋
愛
”
と
い
う
永
遠
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に

真
っ
向
か
ら
挑
む
。
衝
撃
の
結
末
か
ら
目
を
逸
ら
す

な
！

返
し
忘
れ
の
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
の
本
の
貸
出
は
２
週
間
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

返
し
て
い
な
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
館
ま
で
ご
返

却
下
さ
い
。

～
十
一
月
例
会
～
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ひろばは皆さんが参加するページです お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや趣味
など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

「
ミ
タ
さ
ん
」
で
す
。

�

よ
ろ
し
く
ね
！

「
ア
ス
ラ
ン
」
で
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
！

ひろばは皆さんが参加するページです

①お子さんはどんな遊びが好きですか？
②お子さんの好きな食べ物は何ですか？
③虫歯にならないように心がけたことは何ですか？
　（現在、むし歯があってもなくても）
④お子さんに何かひとことお願いします！！

３歳児健診で、 むし歯のない子が表彰されました。

①�絵本、おえかき、かけっこ、

ままごと、ダンス

②�うどん鍋、バナナ（果物全般）

③�歯みがきをしっかりする

④�これからも毎日笑顔いっぱい

でいてね！

鈴木　椛
か
暖
のん
ちゃん

（保護者：あずみさん）
松川字堀越

①�ままごと・ブランコ・お兄ちゃ
んと遊ぶ
②�卵かけごはん、なっとう、　　
ラーメン、果物、からあげ
③�食べた後は歯みがきし、仕上
げ磨きをしました。
④�これからも元気で笑顔な和でい
てネ。

本郷　　和
ひより
ちゃん

（保護者：美喜さん）
田口字鍋作

①�おままごと、すべりだい、　　

お医者さんごっこ、歌を歌う・

おどる

②牛乳、魚

③�ごはんの後の歯みがき

④�これからも元気いっぱい大き

くなろうね。

水野　心
み
結
ゆ
ちゃん

（保護者：美幸さん）
竹貫字池ノ内

鯛 茶 漬 け
一人分の栄養価…357kcal	 たんぱく質 14g
	 カルシウム 45mg　食塩相当量 0.2g

作 り 方

今月の献立

鯛の刺身��200g
温かいご飯�600g
いりごま���4g
長ねぎ��� 40g

練りわさび�適量
緑茶����適量
醤油���� 10cc
みりん��� 10cc

材　料（４人分）

お正月に疲れた心と体、そして胃腸に優しい一品です。
寒い季節にぴったり。簡単でおいしく食べられます。
� （コスモス荘　栄養士　緑川　悦功 さん）

❶�鯛の刺身を醤油とみりんの合わせ汁に10分ほど漬け
ておく。

❷�茶碗にご飯を盛り付け、漬けておいた刺身を並べる。
❸�いりごまを散らし、長ねぎ、わさびを天に盛り付け、
熱々のお茶を注いで完成です。
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地　区　名 燃えるごみ

全　　　地　　　区 毎週火・金曜日

地　区　名 資源ごみ 燃えないごみ
Ａ
地
区

  仙石、鎌田、田口、竹貫、
  上松川、下松川

５日㈭　
19日㈭　

12日㈭　
26日㈭　

Ｂ
地
区

  下山上、上山上、論田、
  大久田

12日㈭　
26日㈭　

５日㈭　
19日㈭　

お餅おいしいね！（12月15日）

日
SUN

　月　
mon

火
tue

水
wed

木
thu

金
fri

土
sat

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

８ ９ 10 11 12 13 14
消防団出初式
（９:00 ～）
…町役場駐車場
成人式
（11:00 ～）
…町公民館ロビー
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

小・中学校
第三学期始業式

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

すくすく教室
（10:00 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター
3 ヶ月児健診・脱臼検診
（13:00 ～）
…石川町保健センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

15 16 17 18 19 20 21
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

乳児相談（午前）
（5カ月児･10カ月児）
こども歯科クリニック
（午後）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

離乳食教室
（９:30 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

22 23 24 25 26 27 28
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

１歳６ヵ月児・３歳児健診
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
…健康管理センター

こころの相談
（９:00 ～）
元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

母親学級
（９:30 ～）
…健康管理センター

【納税日】
町県民税（４期）
国民健康保険税（７期）

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

29 30 31
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

１月 くらしのカレンダー

※○医 は休日当番医です。掲載を希望される行事がありましたらご連絡ください。
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くらしに役立つ
情  報

Information

町 の 人 口

現住人口調査
12 月１日現在（前月比）

役場の電話番号
0247－53－3111（代表）

　ＦＡＸ� ５３－３１５４
　ＦＡＸ� 5 ３－４５１１
　ホームページ
　http://www.town.furudono.fukushima.jp/
　Ｅメール
　info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課� ５３－４６１１
●地域整備課� ５３－４６１２
　　　〃　　� ５３－４６１５
●産業振興課� ５３－４６１３
　　　〃� ５３－４６２０
●農業委員会� ５３－４６１４
●生活福祉課� ５３－４６１６
●住民税務課� ５３－４６１７
　　　〃� ５３－４６１８
●出　納　室� ５３－４６１９
●議会事務局� ５３－４６２１
●教育委員会� ５３－３６５５
●公　民　館� ５３－２３０５
●ふるどのこども園� ５７－５７３６
●健康管理センター� ５３－４０３８

いきいき遊里工房� ５３－２３１３

おふくろの駅� ５３－４０７０

ふるどの荘� ３２－１１８０

社会福祉協議会� ５３－４３９４

古殿小学校� ５３－２０４９

古殿中学校� ５３－３１３５

お
知
ら
せ

　

須
賀
川
税
務
署
の
平
成
28
年

分
所
得
税
の
確
定
申
告
作
成
会

場
は
、
須
賀
川
市
産
業
会
館
に

な
り
ま
す
。
期
間
は
、
２
月
16

日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で

（
土
日
を
除
く
）
で
す
。

※�

確
定
申
告
書
の
提
出
に
当

た
っ
て
は
、
個
人
番
号
及
び

身
元
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

※�

会
場
開
設
前
は
税
務
署
内
に

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
少
な
い
職

員
で
の
対
応
と
な
り
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
場
開

設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

確
定
申
告
は
自
宅
で
い
つ
で

も
作
成
で
き
る
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便

利
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

須
賀
川
税
務
署
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
須
賀
川
税
務
署

☎
０
２
４
８

－

７
５

－

２
１
９
４

　

白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

相
談
内
容
は
不
動
産
登
記
や

会
社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多

重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年

後
見
等
に
関
す
る
相
談
等
で
す
。

〇
開
催
日
及
び
場
所

２
月
２
日
、
３
月
２
日

（
午
後
５
時
～
午
後
８
時
）

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
税
務
署
隣・白
河
市
中
田
１
４
０
番
地
）

※�
事
前
に
予
約
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
相
談

員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

問
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

８
１

－

５
５
３
９

　

北
方
領
土
問
題
解
決
に
は
、

粘
り
強
い
外
交
交
渉
の
継
続
と

と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
一
致
し

た
国
民
世
論
が
重
要
で
す
。
国

民
一
人
一
人
、
と
り
わ
け
次
世
代

を
担
う
若
い
世
代
の
関
心
と
理

解
を
深
め
、
す
そ
野
の
広
い
国
民

運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
８

月
及
び
２
月
は
「
北
方
領
土
返

還
運
動
全
国
強
化
月
間
」
と
な
っ

て
お
り
、
返
還
運
動
の
啓
発
事

業
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
内
閣
府
北
方
対
策
本
部

http://w
w

w
8.cao.go.jp/hoppo/

【
講
習
内
容
】

普
通
救
命
講
習
Ｉ（
３
時
間
講
習
）

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
、

止
血
法
、
異
物
除
去
法
を
学
ぶ

講
習

普
通
救
命
講
習
Ⅱ（
４
時
間
講
習
）

　

普
通
救
命
講
習
Ｉ
の
内
容
に

筆
記
と
実
技
の
試
験
が
加
わ
っ
た

講
習

【
講
習
日
時
】

２
月
12
日
㈰

９
時
か
ら
各
講
習
所
定
の
時
間

２
月
23
日
㈭

９
時
か
ら
各
講
習
所
定
の
時
間

※�

日
程
調
整
等
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

　

古
殿
町
公
民
館

【
対
象
者
】

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

管
内
（
石
川
郡
、
須
賀
川
市
、

岩
瀬
郡
の
各
町
村
）
に
在
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
す
る
小
学
生

須
賀
川
税
務
署
よ
り
確
定
申
告

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
で
す

世帯数 1,681 世帯（＋２）

人　口 5,213 人　（－ 21）

男 2,529 人　（－９）

女 2,684 人　（－ 12）

無
料
法
律
相
談
の

�

お
知
ら
せ

消
防
署
よ
り

定
期
救
命
講
習
会
開
催

の
お
知
ら
せ
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11 月届出分 （
高
学
年
）
以
上
の
方
。

【
定　

員
】

　

５
名
以
上
30
名
以
内
（
個
人

で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
）

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。
ま
た
、
５
名
未
満
の
場

合
は
受
講
日
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
受
講
料
】

　

無　

料

【
申
込
方
法
】

　

講
習
日
の
５
日
前
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
石
川
郡
、
須
賀
川

市
、
岩
瀬
郡
に
あ
り
ま
す
最
寄

り
の
消
防
署
で
入
手
す
る
か
、

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
予
約
も
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
石
川
消
防
署
古
殿
分
署

☎
０
２
４
７

－

５
３

－

３
４
１
２

http://w
w

w
.sukagaw

a119.jp

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
及

び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
賠
償
等
に
係
る
ご

相
談
に
つ
い
て
、
須
賀
川
相
談

窓
口
の
相
談
受
付
を
平
成
29
年

１
月
末
を
も
っ
て
取
り
や
め
、

平
成
29
年
２
月
１
日
よ
り
事
前

受
付
に
よ
る
自
宅
へ
の
訪
問
等

に
よ
る
ご
相
談
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
島
原
子
力
補
償

相
談
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　

福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

　

予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０

－

３
１
５
２

－

０
３
１
０

〈
受
付
時
間
〉

　
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時

（
休
祝
日
を
除
く
）

おくやみ申し上げます

氏　　名 年齢 住　　所

渡邉　フミさん 85 松 川 字 堀 越

五十嵐一夫さん 65 山 上 字 四 在 家

坂本　マキさん 93 大 久 田 字 石 神

本郷　剛志さん 76 鎌 田 字 滝

我妻　德男さん 82 論 田 字 上 名 花

こんにちは赤ちゃん

氏名・住所・保護者

本
ほんごう
郷　愛

え ま
茉ちゃん

論田字下鵰巣
（正信さん、幸恵さん）

　　　　氏　　名　　　　　　　住　　所　

新郎　根本　博志さん　　山 上 字 竹 貫 田
新婦　岡田　聖香さん　　須 賀 川 市（

いつまでもお幸せに

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

110番通報の適切な利用の促進について
� 石川警察署
～（１）いち早く　（１）いそがず慌てず　（０）れい静に～
１１０番は『緊急通報電話』です
　１１０番は、事件事故専用の緊急通報電話です。
　１１０番をかけると、福島市にある警察本部通信指
令室につながりますので、あなたの現在地（通報場所）
について、できるだけ具体的に説明してください。

お尋ねする主な内容
　警察官がいち早く現場に駆けつけるため、次のこと
をお尋ねします。
〇何がありましたか？　〇いつのことですか？
〇場所はどこですか？　〇ケガをした人はいますか？
〇犯人は分かりますか？
〇犯人が逃げた方向はどちらですか？
〇あなたの名前は？
居場所が分からないときは、目の前に
ある建物名・道路名・橋名・河川名等
の目標となるもの、近くに民家があれ
ばその住所などを教えてください。
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こども園生活発表会

作成したロゴマーク。
 刻印等に映えるよう２バージョン
あります。

こども園餅つき大会

古殿杉のロゴマークができました

　古殿町の杉をＰＲしていくため、旗印となるロ

ゴマークを作成しました。６本の杉の木が根っこ

で繋がり育つ様子から、町の森林・林業・木材産

業に関係するみんなが協力して林業を盛り上げて

いこうという気持ちが表されています。当面はパ

ンフレット等に印刷して使用する予定ですが、将

来的には木製品への刻印等も検討します。


